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図－56 

〈図－56〉この製品は、現在、2 周目が回っていますが、今年（2019 年）の 4 月に発売する

ということです。 

 あと 2 種類の家具がありますが、同じように実際の生活で使ってテストすると、思いもよ

らなかった使い方をされるとか、もっと面白いのは「こういうことができるのだったら、次に

こんなことがしたいね」というニーズの連鎖が起こることです。 

 「お父さんが夕方もいるのだったら、まちにこんなものがあったらいい」とか、「こんな生

活がしたいね」というふうに夢が広がる。その夢を実現するためには、では、どこがやります

か、というような形で、課題を解決し、夢を実現していきます。 

 

■ その他の活動事例 －新型モビリティから専門家バンクまで－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－57 

〈図－57〉行政課題は、政策を市民と共創するプロジェクトを始めたところです。 

 これは、とある移動手段の企業が、すでにプロトタイプが 3 台できたところでユーザーの

意見を訊きたいと持ってこられたものです。この実証テストをやりたいということなので、大

学に 1 台持ってきてもらい、高齢者の移動手段を専門とする機械工学の教授や外部の専門家、

ユーザーの立場から評価するトレーニングを受けている専門家、まちの高齢者などで議論して、

評価の枠組みをつくり、評価のアイテムを設定しました。そして、まちから 70 代、80 代で、

人工関節を入れている人、杖をついている人、免許を返還された方を２０名くらいリクルート
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して、実際に乗っていただき、ビデオで撮ってインタビューも行いました。その結果を一つ一

つ分析をして、改善点をリストアップして報告書を企業にお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－58 

〈図－58〉こちらは金融界、証券会社ですが、時間がありませんので省略します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－59 

〈図－59〉現在、共有リソースをつくっています。例えば認知症関係の基礎的なデータは

JST などに蓄積されています。分析済みのデータや要素技術、評価の方式などを共有リソー

スとしてストアし、リビングラボのメンバーは誰でもアクセスできるようにして、イノベーシ

ョンを醸成する土壌をつくります。 
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図－60 

〈図－60〉リビングラボには様々なツールが必要です。ワークショップの効果的なやり方、複

数の企業が協力したときの知財をどのようにして管理するか、ユーザーのリクルートと維持方

法など、リビングラボのツールボックスの拡充を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－61 

〈図－61〉リビングラボには実に様々な課題がきますから、専門家バンクが必要です。どんな

課題でも専門家が加わって協働できるような専門家バンク。研究者だけではなく、企業や行政

の専門家など多様な人材により構成されています。 
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図－62 

〈図－62〉2 カ月に 1 回、リビングラボの研究交流会を開催し、まだ駆け出しなので、産学

官民でさまざまな問題を検討します。懇親会は盛況です。異業種の方たちが情報を交換し、

「一緒にやらないか」とか、具体的な話し合いがなされます。終わるときに大変です。電気を

パチパチ点滅させないと、散会しないような状態です。 

 

■ 国際連携型リビングラボ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－63 

〈図－63〉少し欲張って、家元である北欧、スウェーデンのリビングラボと連携して、国際連

携型のリビングラボをつくっています。 

 先進国の課題は同じです。健康、就労、移動手段、住宅、孤独、認知症は共通の問題です。

異なる社会的制度と文化の元で、共通の課題に異なるソリューションが出る。それをお互いに

学び合います。 

 もっと実利的な面では、スウェーデンのリビングラボはアジアの市場を狙っています。ヨー

ロッパのリビングラボで完璧にテストをして「これで大丈夫」とお墨つきをもらっても、その

ままアジアの市場には出せない。そこで、日本のリビングラボで徹底的にテストして、アジア

仕様にして、アジアの市場に出すのです。 
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 私たちは長寿社会のトップランナーなので、他国に先駆けて直面する課題を解決する物やサ

ービスを開発しても、そのまま欧米の市場には出していけない。それをスウェーデンのリビン

グラボでテストして欧米仕様にして市場に出していくという、両方のゲートウェイになること

も国際連携型リビングラボの重要な機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－64 

〈図－64〉ヨーロッパのリビングラボ大会で、国際連携型リビングラボのワークショップを共

催したら、定員の 3 倍ぐらいの人が参加しました。関心が高いことを認識しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－65 

〈図－65〉これはスウェーデンのチームが訪日され、鎌倉リビングラボでワークショップをや

ったときの写真です。昨年はスウェーデンと日本の国交が始まって 150 周年だったものです

から、国王ご夫妻が来日され、そのときに鎌倉リビングラボにご来訪いただきました。 
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図－66 

〈図－66〉長寿社会の課題と可能性は、長寿と健康と経済、これらを結び、回っていくシステ

ムをつくること。その過程で SDGs、世界のどの国も落ちこぼさず、こういう 17 のゴールを

達成することに、私たちも貢献できたらと思います。 

どうもご清聴ありがとうございました。（拍手） 
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【質疑応答】 

司 会： 秋山先生、ありがとうございました。本来ならば質問の時間ですが、今回 NHK の

ラジオ収録の関係で、いつもより 10 分ほど長く講演をしていただきました。ですか

ら、個別の質問はこの後の懇談の方でお願いします。 

 どうしても皆さんと共有したいご質問がもしあれば、挙手をいただきたいと思います。

いかがでしょうか。 

参加者： ありがとうございます。大変すばらしいお話で、課題と、それからどう対応すれば

いいかということはよく分かりました。 

 僕は 2030 ビジョンプロジェクトをやっている中山といって、未来社会がいったい

どのように日本の高齢化の課題を解決するかということに関心があります。日本は大

きく言うと、やはり高齢化による社会保障費の増加と財政赤字が持続可能性において、

かなり足を引っ張ることになると思っていて、その意味で質問です。 

 つまり、われわれは高齢化していくことにより、医療費や介護費がどんどん増えて

いき、例えば 2025 年 145 兆円とか 2040 年 160 兆、170 兆という話があり、では、

それを若い世代に負担させ、僕たちがそこでハッピーに暮らしていけばいいのかとい

う思いがあります。そういう意味で、われわれの世代が、世代会計の話がありますが、

うまく自立しながら社会に役立っていくことで、医療、介護費などを抑えながら、か

つ次世代に向かって貢献できるような、何かそういったピクチャーがもっと描けたら

いいと思います。その辺はどのようにお考えでしょうか。 

秋 山： 私の専門分野から、常に生活者の視点から高齢社会を研究してきました。マクロ経

済学の問題は経済学部の岩本先生がご専門ですが、今のご質問に関しては、持続可能

な社会をつくるためには、一つは健康で長生きすることが極めて重要だと思います。

医療費や介護の費用を抑制するだけでなく、健康であれば生産活動に従事することが

できます。 

 したがって、私たちが目指しているのは全員参加で生涯参加の社会です。日本は五

体満足で 24 時間いつでも働ける人が労働者という概念でやってきました。何か抱え

ている人が大勢いますが、そうした人たちは労働力から排除されてきました。子育て

している人、介護している人、障害を持っている人、高齢者のように体力が少し低下

している人、若くして、癌などの病気をもっている人は排除されてきました。 

 その人たちが、みんなが働けるような社会にしていく。無理のない範囲で働いて生

産活動に従事できると、労働力はかなり補填されるという、楽天的な考え方を持って

います。健康で、生産力を高めることに、私たちは努力していかなければいけないと

思います。 

司 会： ありがとうございました。続きのご質問などがございましたら、このあとの懇談

の部でご質問いただければと思います。これでご講演を終了とさせていただきます。

秋山先生、本日はどうもありがとうございました。（拍手） 
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■ このレポートは平成 31 年 1 月 28 日コートヤード・マリオット銀座東武ホテルにおいて行わ

れた、第 147 回本田財団懇談会の講演の要旨をまとめたものです。本田財団のホームページ

にも掲載されております。 

講演録を私的以外に使用される場合は、事前に当財団の許可を得て下さい。 
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